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登録料のお支払い方法は下記よりお選びください
骨造成のための
軟組織マネジメント・モジュール1

実践の手技が学べる2日間
海外と同様に生の英語で

マリウス・スタイグマン先生が開発した
フラップデザインと軟組織外科テクニック
2023年11月18日（土）～19日（日）

2023年11月18日～19日 Dr.スタイグマン モジュール1

《 時差もない、聞きたい事が直に聞けるセミナー 》

Registration（登録用紙） ●ご記入の上、弊社までFAXでお送りください

ご記入をお願いいたします

株式会社カイマンデンタル
〒102-0082　東京都千代田区一番町8番地15　一番町MYビル
TEL.03-3238-7560／FAX.　  0800-700-9898または03-3238-7561

受講者氏名: 医院名:

ご住所: 〒

TEL: FAX:

E-mail:

●お振込
お振込先：三菱 UFJ 銀行 麹町支店 普通／ 0122250

口座名／株式会社カイマンデンタル

※振込人末尾に「202311」と入力をお願いいたします。
※振込手数料はご送金人様にてご負担をお願いいたします。予めご了承ください。
※振込用紙の控えをもって領収書とさせていただきます。予めご了承ください。
※お振込後の返金はいたしかねます。予めご了承ください。

チェック

●カード決済
チェック

※引落し後の返金はいたしかねます。予めご了承ください。

対応カード

（ローマ字）

逐次通訳有



骨造成のための軟組織マネジメント・モジュール1

Day 1　講義 〔10：00～18：00〕

2023年11月18日（土）～19日（日）

マリウス・スタイグマン先生が開発したフラップデザインと軟組織外科テクニック
時代とともに、骨造成は高度な専門性を持つクリニックから歯科医院に移ってきました。最新の移植材の助

けを借りることで、歯科医院における造成術のアクティビティは、年々増加しています。しかし、大量の造

成症例における軟組織のクロージングは、特に下顎臼歯部や上顎臼歯部において困難な場合があります。

本コースの参加者は、この軟組織マネジメントの問題を解決するために開発された特別なフラップデザイン

と縫合テクニックを学び実習していただけます。

インプラント治療では、軟組織マネジメントテクニックを、各患者の解剖学的およびバイオタイプに基づいて修正することが重要です。

このため、Steigmann Institute のコースでは、手術や修復の際に有効なこれらのテクニックを、ユニーク且つ包括的な方法で教

えることに重点を置いています。現実的な組織モデルを使用した包括的な実習では、日常診療で使用するために最新の科学的根拠

に基づいた外科的アプローチを取り入れています。

組織のバイオタイプが異なると、外科的外傷に対する反応
も異なります。そのため、患者の特定のバイオタイプ（組
織の厚さ）や口腔内の位置に合わせて、手術のアプローチ
を工夫しています。

スタイグマン先生が開発したフラップデザインと軟組織外科
手術を学んでいただけます。

・ドイツ、ネッカーゲミュント（ハイデルベルク近郊）とフランクフルトで、審美歯科とインプラント歯科に限定した個人診療を行う
・ミシガン大学歯周病科 兼任臨床准教授
・ボストン大学 兼任助教授
・ペンシルバニア大学歯内療法学教室 兼任助教授
・ブカレスト大学「キャロル・ダビラ」名誉教授、招聘シニアゲスト
・セゲド大学歯学部 客員教授
・テメシュブルク市インプラント科 客員教授
・複数の団体（DGOI、FIZ、BDIZ、ICOI など）の会員
・ICOIをはじめとする欧州の学会でディプロムを取得、 2005年ノイマルクト大学より博士号取得（Summa cum laude）
・“Update Implantology Heidelberg” 創設者兼科学会長（2002～2012年）
・“Steigmann Institute” 創設者兼理事長

●テンションフリー軟組織について - step by step

●テンションフリーフラップ適応について

●縫合時のテンションのかけかたについて

●薄型・厚型バイオタイプの軟組織操作

●軟組織の厚みの改善方法

●軟組織の弾力性の獲得のしかた

●角化歯肉の形成

Day 2　講義＋ハンズオン 〔9：30～17：30〕

大量の造成症例では、組織の厚みに応じたテクニックを使
用し、厚いバイオタイプは、従来の方法でマネージするこ
とができます。薄いバイオタイプでは、新しい外科的アプ
ローチと特定の器具（貸し出し）が必要となります。

本コースでは、軟組織の厚みが少ない症例でも、テンショ
ンフリーでクロージングできる軟組織を獲得するために必要
なステップを解説します。

●下顎の骨造成 PPF、VBF、Steipod のいずれか

　PPF-Periosteal Pocket Flap

　VBF-Versatil Buccal Flap

●上顎口蓋スライディングフラップによる骨造成

プログラム

Steigmann Institute's の教育理念

日　時 2023年 11月18日（土） ～19日（日） 
参加費 290,000円 （税込）  サティフィケート授与

■2日間の講演、実習（昼食代含む）
■通訳代

■実習器具（貸し出し）
■懇親会費

定　員 20名 
会　場 東京虎ノ門グローバルスクエア 

コンファレンス 〔Room A+B〕
〒105-0001 東京都港区虎ノ門一丁目3番1号

Dr. Marius Steigmann

スポンサー

〔懇親会会場　11月18日（土）19：00～21：00〕

ハイアット セントリック 銀座 東京（ホテル）3F　NAMIKI667
東京都中央区銀座6-6-7　TEL：03-6837-1300
https://namiki667.com/en/

日本の歯科医師の皆様へ
こんにちは。

インプラント治療において

GBRと軟組織の取扱いは

とても重要な手技となります。

今回は特にソフトティッシュマネージメントについて、

解説と実習でお伝えさせていただきます。

みなさまとお会いできる事を

楽しみにしております。
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